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児童のエージェンシー発揮を支援する特別活動 
―AARサイクルの獲得を目指す学級活動を通して― 

後藤  律子  
千葉大学教育学部委託研究生  

 
 

 本研究は、児童が学級の話合い活動を生かし、目標に向けた活動を通じて、見通し、行動、振り返りの AAR
サイクルを習得し、エージェンシーが発揮できるような授業を開発し、その成果と課題を明らかにすることを目

的とした。第一に、AAR サイクルを軸とした話合い活動の実践計画を作成した。第二に、異年齢交流活動を設

定し、児童が AAR サイクルを習得できるようにした。第三に、アンケート調査を実施し効果測定を行った。結

果として児童は、特別活動を行う中で、見通しや振り返りを通して、改善に向けて行動する意識が高まった。し

かし、児童全員が AAR サイクルを活用できたとは言えない。今後は、児童が自ら課題を設定し AAR サイクル

を往還できるような授業開発をしていくことが課題となる1。 
 キーワード：エージェンシー、AAR サイクル、ラーニング・コンパス、学級活動、異年齢交流活動 

 
 

1. 問題の所在 

 
1.1. 社会問題とエージェンシーの関係について 

近年、若者の社会参画に対する意識の低下が社会問題

となっている。日本財団（2022）「18 歳意識調査」を

見ると、日本の「自分が責任のある社会の一員だと思う」

という項目が、６か国中（日本・アメリカ・イギリス・

中国・韓国・インド）最下位であることが分かる。日本

の若者の、国や社会に対する意識が低いことが示唆され

る2。また、この社会参画について、教育基本法の条文

で次のような記述がある。 
 
第一条 教育は、人格の完成を目指し、平和で民

主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を

備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行わ

れなければならない。 

第二条，三（中略）公共の精神に基づき、主体的

に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度

を養うこと。 

 

また、文部科学省が作成し、仮訳を行った「OECD 
Education 2030 プロジェクトについて」（2018）の

「OECD Learning Framework 2030（2030 年に向け

た学習枠組み）」には「エージェンシーは、社会参画を 
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通じて人々や物事、環境がより良いものとなるように影

響を与えるという責任感を持っていることを含意する

3」とある。そこで本研究では、「OECD ラーニング・

コンパス（学びの羅針盤）」において中核的な概念とし

てエージェンシーを提起していることに着目した。エー

ジェンシーは「変化を起こすために、自分で目標を設定

し、振り返り、責任をもって行動する能力」と定義され

ている。この能力は、「生徒が自分の人生や周りの世界

に対してポジティブな影響を与えうる能力と意志をも

っている」という原則に基づいている4。さらに、「OECD 
Learning Framework 2030（2030 年に向けた学習枠組

み）」の注釈には、「これら（教育基本法）は、エージェ

ンシー（Agency） の考え方に合致するものである」と

記述されている5。つまり、日本の教育基本法に示され

ている主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与す

る態度がエージェンシーに合致すると読み取ることが

できる。 
 そして、このエージェンシーを発揮することで確立す

る手段として AAR サイクルがある。AAR サイクルと

は、「予測（Anticipation）、行動（Action）、振り返り

（Reflection）」の頭文字をとったものである。OECD
（2019）は AAR サイクルについて次のように述べてい

る。 
 

AAR サイクルは、学習者が継続的に思考を改善し、

ウェルビーイングのために意図的かつ責任をもっ

て行動する反復プロセスである 
 

つまり、ラーニング・コンパスにおける AAR サイク
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ルは児童生徒が主体となり反復しながら学習を行うプ

ロセスだと考えられる。また、小牧（2023）はエージ

ェンシーについて次のように述べている6。 

 

 OECD は「エージェンシー」は子どもに備わって

いるという立場をとっており、厳しい状況でなけ

ればどのような場面においても発揮されるもので

あり、後天的な学習によって初めて身に付けられ

る能力としていないことが読み取れる。また、こ

のような立場に立つとき、自分で目標を設定した

り、振り返ったり、責任をもって行動したりする

能力は、教師が意図して学習の中に組み込まなけ

れば発揮されないものではなく、子どもが行為を

起こそうとするときには必然的に生じるものがあ

ると捉えることができる。 

 

小牧が述べるように、「エージェンシー」は「子ども

が行為を起こそうとするときには必然的に生じるもの」

であり、現行の学習指導要領にある「主体性」に近い概

念ではあるが、「自分で目標をもって行動したり、振り

返ったり、責任をもって行動したりする」というところ

を重要視し、本稿ではより広い概念として捉えたい。 

 次に「共同エージェンシー」について見ていく。「共

同エージェンシー」について、OECD（2020）は次の

ように述べている7。 

  

共同エージェンシーとは保護者や仲間、教師、そ

して広い範囲のコミュニティは生徒が持つエージ

ェンシーの感覚に影響を与え、また生徒も保護者

や仲間、教師が持つエージェンシーの感覚に影響

を与え、子どもの成長やウェルビーイングによい

影響を与える好循環をつくります（中略）「協働的

なエージェンシー(Collaborative Agency)」とし

てしばしば言及される「共同エージェンシー

(Co-Agency)」は、人を取り巻く環境がその人の

持つエージェンシーの感覚に与える影響を含んで

います。 

 

 これは、後述する特別活動の目標に近しいものがある。 

 

1.2. 特別活動におけるエージェンシー 

 学校教育におけるエージェンシーの発揮について、松

尾ら（2020）は、「集団や社会を強く意識している特別

活動は（中略）重要な役割を果たすことが期待される。」

とし、特別活動とエージェンシーとの関わりについて論

じている8。また、元ら（2021）は、「（社会への責任に

対するエージェンシーは）『集団』のウェルビーイング

を目指し、人々と関わりながら『社会』に参画し、コミ

ュニティや学校の中で大人の支援を受けながら」エージ

ェンシーを育成する場として「『特別活動』の学級活動

に含まれる具体的な活動としての学級会での実践があ

る。（中略）児童生徒が発言するだけでなく、他の児童

生徒の意見を受け止め、問題解決へつなげることがエー

ジェンシーである。」と述べている9。なお、小学校学習

指導要領では、特別活動の目標を次のように示している

10。 
 
  集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ，

様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、互い

のよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活

上の課題を解決することを通して、次のとおり資

質・能力を育成することを目指す。 
 
 「集団や社会の形成者」としての見方・考え方を働か

せること「自主的・実践的に取り組むこと」「集団や自

己の生活上に課題を解決すること」等、エージェンシー

との関係が深いことが分かる。 
 
1.3. 特別活動の学習過程と AAR サイクルのプロセス 

小学校学習指導要領（平成 29 年告示）では、学級活

動の過程を次のように表している。「①問題の発見・確

認 ②解決方法等の話合い ③解決方法の決定 ④決

めたことの実践 ⑤振り返り」11この学習過程を得て、

子供たちは自らの能力を生かした学びを創出し、自己形

成していくことになる。また林ら（2020）は、PDCA
サイクルとAARサイクルの違いを以下のように述べて

いる12。 
 

     学習の過程は日本では PDCA が使われることが

多いが OECD は AAR サイクルで考えられている。

これは日本でも従来から活用されてきた導入・展

開・まとめといった指導モデルと重なるものである。

違いは、授業導入時に児童に意図的に授業の見通し

を持たせようとしているかどうか、授業のまとめの

時に意図的に授業内容を振り返えらせているかど

うかといった点にある。共通点としては、授業を 3 
段階で構成し、前時からのつながり、次時へのつな

がりといった連続性を意識していることである。 
 
つまり、従来の学習過程と異なり、児童に見通しをも

たせることで児童のエージェンシーが期待されるのだ

と言える。また、意図的に振り返りを行わせることで、

AAR サイクルを学習者が継続的に回せる手段になるの

だと言える。 
また白井（2020）は、「教師が行う授業上の工夫でで

はなく、生徒に求められるコンピテンシーを育んでいく
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のに必要なプロセスとして AAR サイクルが重要であ

る」と示している。ラーニング・コンパスにおける AAR
サイクルの意義として、「（中略）生徒が教師の指示に従

って受動的に学習をするだけでなく、AAR サイクルを

回して、自ら『見通し』をもち『行動』をしていけば必

然的に、検討しようとしている課題やテーマを自分事と

して捉えることができる」13としている 。つまり、AAR
サイクルを児童生徒が獲得することで当事者意識が生

まれ、エージェンシーを発揮すると言える。そこで本研

究では、特別活動の学習過程を、AAR サイクル学習プ

ロセスを取り入れながら行えないかと考えた。 
 

1.4．異年齢交流活動 

AAR サイクルを児童が獲得することで当事者意識が

生まれ、エージェンシーを発揮するための学習活動とは

どのようなものだろうか。そこで、異年齢交流活動を通

して、児童のエージェンシーが発揮される可能性がある

かを検証した。 
文部科学省（2011）によると、異年齢交流活動とは

「上級生（６年生若しくは５年生）と下級生（１年生若

しくは２年生）による『異年齢の交流活動』です。（中

略）『交流活動』の中身としては、どんな子供でも『楽

しめる』ようなゲーム等を実施するという前提で考えら

れます」とされている。また、「『異年齢の交流活動』に

よって地域や家庭での子どもたちの社会性の育ちを再

現する際には、子供のどのような面を育ててきたのかを、

理解することが参考になります」とある。さらに、「『異

年齢交流の活動』を通して育まれる『人と関わる喜び』

は、教師が『与える』ものではなく、児童『自らが獲得

していく』ものです」14とある。これは、児童が「自ら

獲得していく」という文脈で捉えるとエージェンシーと

近しいものだと考えられる。よって、「異年齢の交流活

動」を実施することで、子供たちの社会性を育むことが

期待される。具体的には、異年齢の子供たちが交流を通

して、AAR サイクルを獲得しエージェンシーが発揮す

ることで、子供たちがコミュニケーション能力や協調性

を身に付けることになる。 
しかしながら、従来の異年齢活動の中には問題点も見

られた。前掲によると「従来の異年齢活動の中には、6
年生に『仕事』をさせるだけの活動、低学年にレベルを

合わせて 6 年生が物足りない活動、6 年生の担任に全て

の準備がかかってくる活動、等」の課題を挙げている。

「異年齢交流活動」は教師主導ではなく児童主体で行う

活動であり、この活動を通して児童のエージェンシーを

発揮させることが大切だと言える。 
 

1.5. 本研究で考える AAR サイクル 

AAR サイクルの Anticipation の意味は「見通し」の

他に、「予測」や「期待」という意味をもつ。具体的に

は、将来の出来事や状況に対する興奮や期待感を指す。

何かが起こることを楽しみにしている状態や、将来の出

来事を予測して心待ちにしている感情が含まれる。よっ

て、児童自身がどのような結果を期待しているのか、ど

のような未来を予期しているのかを明確にするステッ

プと捉える。また、白井（2020）は AAR について次の

ように述べている。 
  

「行動」（Action）のステージで重要なのは、「行動」

が本来の目的に沿って行われることと、責任を伴う

形で行われることである。そこでの「行動」が本来

目指したような形で行われたのかどうかについて、

「振り返り」を行うことも重要である。すなわち、

「行動」の前後における「見通し」と「振り返り」

が重要になってくる。 
メタ認知や自己意識、批判的思考力などは、「振

り返り」を通して育成していくし、これらは、効果

的な「見通し」を行っていくためにも必要である。

それゆえ、「振り返り」と「見通し」がそれぞれお

互いを高め合う効果をもつのである。 
 
以上のことから、本研究で考える AAR サイクルは、

図１で表したように、「見通し」「行動」「振り返り」を

往還することで、児童が高め合い、学びに効果的にはた

らくものとして捉えた。 
 

 

図 1 本研究で考える AAR サイクル 

 

2. 研究の目的と方法 

 

2.1. 研究の目的 

 本研究の目的は、特別活動を通じて、児童がエージェ

ンシーを発揮し、自らの意志で AAR サイクルを往還さ

せ、課題を自分事として捉え、責任感を醸成し、次の活

動に前向きな態度で取り組める授業を開発することで

ある。また、所属校で授業実践を行い、授業の有効性と

課題を明らかにすることである。 
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2.2. 研究の方法 

 特別活動を通じて、児童がエージェンシーを発揮し、

自らの意思でAARサイクルを往還させられる授業を開

発する。開発した授業は小学校第 6学年を対象に実践を

行う。授業中の児童の活動と授業の振り返りを中心に授

業の考察を行い、授業内容の有効性と課題について検討

する。 

 

3. 授業・教材の開発 

 

3.1. 授業実践校 

 本授業は船橋市立高根台第三小学校の特別活動の時

間にて実践した。児童の半分は、筆者が昨年度、学級担

任として担当した。 

 

3.2. 教材の開発 

 授業のねらいは以下のとおりである。これらの観点か

ら教材を開発した。 
 
【A】 楽しく豊かな学級や学校の生活をつくるために、

話合い活動を通して児童がエージェンシーを発揮し、自

らの意思で AAR サイクルを往還させ、役割や責任を果

たして集団活動に取り組むものにする。 
【B】 1 年生と「異年齢交流活動」を行うことで、児

童が「自己有用感」を得られるようにする。また、教師

主導ではなく児童主体で行う活動を重視する。 
 
【A】は、児童が他者と協働し主体性を発揮しながら、

学校生活を自分たちでよくしていこうとする意識や態

度を育成したり、学級の話合いを生かし目標に向けて取

り組んだりする活動の中で、エージェンシーを発揮でき

る場面を設定するものである。学級活動（1）（学級や学

校における生活づくりへの参画）で話し合い活動を行い、

合意形成したものをもとに、異年齢交流活動を行う。そ

の中で、児童が AAR サイクルを往還させ、エージェン

シーを発揮するのではないかと考えた。 
 【B】は、上級生（6 年生）が「異年齢交流活動」に

主体的に参加し、同級生や下学年（1 年生）との関わり

を通して、上級生としての自覚や自信がもてるようにし

た。集団の一員としての自覚をもち、また「交流活動自

体が楽しみ」と思えるように、児童のわくわく感を大切

にしたいと考えた。「異年齢交流活動」については 1.4.
で述べたとおりである。 

 
3.2.1. AAR サイクルやエージェンシーに関する指導 

 【A】の観点から教材を開発した。 
 児童は、AAR サイクルやエージェンシーという言葉

を初めて耳にするため、検証授業を行う前に児童にエー

ジェンシーの定義等の授業を行った。また、AAR サイ

クルを意識したミニ会議を実際に行い、理解を深めた。

また、該当学級は、話合い活動の経験が少ないため、

「AAR サイクル話合いプログラム」を（図 2）活用し、

簡単な話合いの練習を行った。なお、検証授業のときは、

児童自ら話合い活動ができるように助言を行った。 
 

 
図 2 AAR サイクルプログラム 

 

3.2.2.ICT を活用した話合い活動の開発 
意見の共通点や相違点を確認したり分類したり、共通

点の視点をもって比べ合ったりするとともに、意見の違

いや多様性を生かし、合意形成を図るために、ICT（ロ

イロノート）を使って考えの交流を行った（図 3）。 
文部科学省（2020）は、「特別活動の指導における 

ICT の活用について」で次のように述べている15。 
 
特別活動の特質「集団活動、実践的な活動」の代替

としてではなく、特別活動の学習の一層の充実を図

るための有用な道具として ICT を位置付け、活用す

る場面を適切に選択し、教師の丁寧な指導のもとで

効果的な活用することが重要。（中略）問題の把握、

共有を経て、学習者用端末で個人の意見を表明し合

うとともに意見を比べ合い整理する。 

 

 ICT を活用することで、発言を行いにくい児童が、

意見の表明をしやすくなり、話合い活動に参画すること

で児童のエージェンシーが発揮できると考えた。 

 

図 3 ICT における考えの共有 
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3.3.3.異年齢交流活動に向けての開発 
【B】の観点から開発した。 
児童が「交流活動」を行う際に、「行動の制限」を付

けた。行動を起こす際には、児童の能力や環境を考慮す

ることで、児童のわくわくする期待感が生まれ、エージ

ェンシーの発揮が促されるのだと考えた。（図 4） 
 

 
図 4 授業者が設定した活動内のルール 

 

また、異年齢交流（1年生との交流活動）をミッショ

ンとして位置付け、第 1学年の担任に協力をしてもらい、

「ミッション動画」を作成した。動画の中で、「責任感

をもって活動すること」「他者意識をもって活動するこ

と」など観点を入れ、児童に意識付けを行った。 

 

4. 授業実践とその考察 

 

4.1. 授業実践の概要 

 授業の概要は以下の通りである。 

 

実施校 ：千葉県船橋市立高根台第三小学校 

学年  ：第 6学年（2学級） 

題材名 ：特別活動「1年生と思い出づくりをしよう」 

実施期間：2023年 10 月～11月 

授業者 ：後藤律子（執筆者） 

 

 表 1は単元の流れである。単元全体を AAR サイクル

で往還できるようにし、1 時間ごとにも児童が、AAR
サイクルが往還できるようにした。これにより、学習者

は短期間での学習の進捗を確認し、必要に応じて学習方

法を調整することができると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 単元の流れ 

時 
AAR 

授業の⽬標 ⽬指す児童の姿 

０ 
 AAR サイクルやエ

ー ジ ェ ン シ ー の 意
味を理解する 

エージェンシー、AAR サイク
ルの意味を理解している。
【知識・技能】 

１ 
A 
⾒通 

し 

・ミッションについ
て知る。 

・単元の中で AAR
サ イ ク ル を 使 っ
て 話 合 い を す る
ことを知る。 

・めあて（⾃分たち
が⽬指す姿）につ
い て 話 合 い 活 動
を⾏う。 

◎話合い活動の中で、当事者
意 識 の ⽴ 場 で ⾒ 通 し
(Anticipation)を も っ て
話合い、ミッションに向け
て⾏動(Action）しようと
している。 

【主体的態度】 

◎AAR サイクルの話合い活
動の進め⽅を理解し⾝に付
けている。【知識・技能】 

２ 
・ミッションに向け

て ど ん な 活 動 を
す れ ば よ い か 話
合い活動を⾏う。 

◎ミッションに向けての活動
は、どれがよいか根拠を明
確にしながら発⾔したり、
友達の意⾒と⽐べて聞いた
りしている。⾏動(Action） 

【思考・判断・表現】 

３ ・係分担を決める。 
◎ミッションのめあてを意識

して、友達と協⼒して取り
組んでいる。⾏動（Action） 
振り返り（Reflection）【主
体的態度】 

４ 
・ 準 備 を ⾏ い な が

ら、めあてに向け
て 活 動 で き て い
る か 振 り 返 り を
⾏う。 

◎活動中の振り返りをするこ
とで省察的思考⼒をもつ。
振り返り（Reflection） 

【主体的態度】 

５ 
A 

⾏動 

・1 年⽣と⼀緒にミ
ッ シ ョ ン で 考 え
た活動を⾏う。 

◎1 年⽣を意識した「責任」
をもった⾏動ができる 

⾏動（Action） 振り返り
（Reflection） 

【思考・判断・表現】 

６ 
R 

振 り
返り 

 
A２ 
⾒ 通
し 

・⾃分の⾏動を客観
的 に ⾒ て ど う だ
ったか、振り返り
を⾏う。 

・振り返りをもとに
次 回 の 活 動 は 何
が い い か ⾒ 通 し
をもつ。 

◎⾃分の活動を客観的（メタ
認知）に⾒て振り返りを⾏
っている。 

◎次回の活動に向けて⾒通し
をもつ。 

振り返り（Reflection） 

⾒通し(Anticipation) 
【主体的態度】 

 

4.2.1． 1 時間目授業の実際と考察 

表 2 は、１時間目の授業の流れである。 
1 年生との交流活動をするというミッションについ

て知り、活動に向けて目指すがた（めあて）について話

合い活動を行う。 
 
 
 
 

ミッション（異年齢交流活動）に向

けて、めあてを考えよう。 
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表 2 １時間目の流れ 

学習活動 

予想される児童の反応 
指導上の留意点 

◎目指す児童の姿【観

点】（評価方法） 

●ミッションにつ

いて内容や制限

等を知る。 

●異年齢交流を通

して、自分が目指

す姿は何か、ロイ

ロノートに記入

する。（個人） 

・1年生や友達との

関わり方 

（人間関係形成） 

・友達と協力した参

加の仕方 

（社会参画） 

・計画を実践するた

めにどうしたら

いいか 

（自己実現） 

●考えを共有する。 

●個人のめあてか

ら、学級で共通す

るめあてを話し

合う。 

●活動の振り返り

を行う。 

・ミッションは 6

年生に期待感を

も だというこ

とに気付かせる。 

・ミッションには制

限があり、その中

で活動すること

を知らせる。 

 

 

 

・ロイロノートを使

用し一人一人が

考えた上で話し

合うことができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・友達の考えを参考

にしてもいいこ

とを伝える。 

 

 

見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動 

◎AARサイクルを理

解し、意識しよう

としている。 

【知識・技能】 

◎ミッションに向

けてどのような

姿になりたいか

考え、エージェン

シーを発揮して

いる。 

振り返り 

◎話合いにより、一

人一人の考えを

深めたり、広げた

りできたか。 

【思考・判断・表現】 

 

授業の様子から、児童が AAR サイクルを意識した話

合い活動を行い、1 年生のためにどのような活動すれば

よいか、当事者意識の立場で考えていたか考察する。 
異年齢交流を「ミッション」として位置付け、第 1

学年の担任に協力をしてもらい、「ミッション動画」を

作成した。動画があることで、どのような活動をすれば

よいのか、見通しをもつことができた。また、個々のめ

あてをロイロノートで作成し、共有した後、話合い活動

を行った。個々のめあてを元に、学級のめあてを作成し、

活動の見通しをもたせた。活動が、AAR サイクルから

ずれた場合、「学級の目標」に戻るように助言した。こ

れにより、児童は常に目標に向かって進み、AAR サイ

クルを往還することができた。 

 次に、授業後の感想を AI テキストマイニング16にし

たところ（図６）、「自分の意見が言えた」という感想が

多く見られた。意見を積極的に発言する児童はいたが、

「話し合う」を深めるところまでは至らなかった。また、

「先生にほめられるためにがんばる」など、他者視点を

もてていない回答も見られたが、「1 年生に頼られるよ

うにがんばりたい」など、役割や責任を果たそうとする

感想も見られた。 

 
図 6 １時間目授業後の感想のテキストマイニング 

 

4.2.2. 2,3 時間目授業の実際と考察 

表 3 は 2時間目、3時間目の授業の流れである。 
ミッションの中の制限で（場所・時間・全員が必ず参

加できる係分担・1 年生でも参加できるもの等）どんな

活動をすればよいか話合い活動を行なう。 
 

表 3 2・3時間目の流れ 

学習活動 

予想される児童の反応 
指導上の留意点 

◎目指す児童の姿【観

点】（評価方法） 

●前回のロイロノ

ートを見て自分

のめあてを確認

する。 

●話合いの形に移

動する。 

① 活動の決定 

（2時間目） 

② 役割とその分担 

（3時間目） 

●決まったことの

発表をする。 

●話合いの振り返

り。 

・ミッションの目的

は何か振り返ら

せる 

・必要に応じて、自

分の意見に固執

せず、納得したう

えで考えを変え

るなど、折り合い

の付け方につい

て児童から意見

がでるように助

言する。 

・全員が必ず係をや

ることを再度確

認させる。 

・めあてにそった活

動か振り返りな

がら考えさせる。 

見通し 

◎友達の意見のよ

さを生かし、交流

活動の内容や工

夫について考え

ている。 

行動 

◎AARサイクルを意

識しながら話合

いを進めている。 

【思考・判断・表現】 

◎話合い活動で、1

年生の立場を考

えて（当事者意

識）話合い、ミッ

ションに向けて

実践しようとし

ている。 

◎話合いを通して

エージェンシー

が発揮されてい

る。 

【主体的態度】 

 
これまでの異年齢交流活動を生かしたり、友達の意見

のよさを生かしたりして、ミッションの内容や工夫につ

いて考えた。AAR サイクルから内容が逸れたときは、

指導者が助言に入り、新たな見通しをもたせ、合意形成

を行った。児童が話合いの見通しをもてたことで、当事

者意識（１年生）をもった活動ができた。 
1 組の活動内容は、ペアドロケイ、○×ゲーム。 
2 組の活動内容は、宝探しに決定した。 
1時間では、活動の内容しか決まらなかったため、後

日、係分担を決めた。授業者は活動の数の設定もしなか

ったが、児童の意見から「活動が 1 つだと 1 年生が飽
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きてしまう。」「3 つ以上だとルールが理解できない。」

等、他者視点で話合い活動に参加する児童が見られた。 
また、2時間目以降、児童の振り返りから AAR サイ

クルを意識した感想が見られるようになった。（図 7・8） 
 

 
図 7 児童 A の感想 

 

 

図 8 児童 B の感想 

 

4.2.3． 4 時間目授業の実際と考察 

表 4 は、4時間目の授業の流れである。 
ミッションに向けて係ごとに準備を行う。準備を行い

ながら、めあてに向けて活動できているか振り返りを行

う。 

 

表 4 4時間目の流れ 

学習活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿【観

点】（評価方法） 

授業前準備 

●係ごとに計画を

立てて、協力して

準備をする。 

●朝の会や帰りの

会などで、係ごと

に経過報告を行

ったり、お知らせ

を行ったりする。 

４時間目 

●係の準備やリハ

ーサルを行う。 

●活動の振り 

 

・準備の進捗状況を

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次時の確認を行う 

見通し 

◎友達と協力して

取り組んでいる。 

 

行動・振り返り 

◎AARサイクルを意

識しながら活動

を進めている。 

【主体的態度】 

【思考・判断・表現】 

 

 
帰りの会等で、自主的に準備の進捗状況を確認する児

童がいたため活動意欲の継続化を図った。このような事

例により児童のエージェンシーが発揮される場面が確

認できた。 
白井（2022）は「『行為の中の振り返り』と『行動』

というAARサイクルの 2つの要素が相互に関係し合っ

ていて、それらを同時に行うことが示唆される17」と述

べている。児童の活動中の進捗状況の確認は「行為の中

の振り帰り」と捉えることができ、この「行為の中の振

り返り」を行うことで、児童が自分自身の行動や結果に

ついて深く考え、そこから学びを得るのだと考える。こ

れは、自己認識と自己理解を深めるための有効な手段で

あると言える。また、「行為の中の振り返り」を行うこ

とで、自分自身の行動や結果についての理解を深め、活

動に限界を感じた児童は、新たな見通しをもち活動の工

夫を行うことができた。これも児童のエージェンシーと

捉えられることができる。 
児童 C から「うまくいかなかったことを振り返り次

に生かそうとした」という感想が見られた。AAR サイ

クルを繰り返すことでエージェンシーの発揮を想起さ

せる表現がなされていた。（図 9）また、「具体的にどの

ような姿を目指していきたいか」や「自分たちで成功さ

せよう」という意識や態度が表現されるようになった。 
 

図 9 児童 C の感想 

 

4.2.4．5時間目授業の実際と考察 

 表 5は、5時間目の授業の流れである。 

1 年生と交流活動を行う。活動後は簡単な振り返りを

行う。（表 5） 
 

表 5 5時間目の流れ 

学習活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿【観点】

（評価方法） 
●「1年⽣との思い出

づくりの会」を⾏
う。 

●ICTを活⽤して、ア
ンケートを⾏う。 

【アンケートの内容】 

➀ 個人のめあては達

成できましたか。 

② 学級のめあては達

成できましたか。 

③ 今回のミッション

に向けて、エージェ

ンシーを発揮して

AARサイクルを回し

ながら活動しまし

たか。 

・交流会の狙いを確認

し、協力して実践でき

るようにする。 

見通し 
◎活動の内容を理解

している。 
【知識・技能】 
⾏動・振り返り 

◎AARサイクルを意識
しながら、友達と協
⼒して活動してい
る。 

【主体的態度】 

【思考・判断・表現】 
 

 

1組：ペアドロケイ・○×クイズ 

ペアドロケイでは、1 年生が急にとび出してけがをし

ないように、1 年生と 6 年生が一緒に逃げる。○×クイ

ズは「1 年生でも分かりやすいもの」等、1 年生を意識
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したルールを作成した。また、危険がないように、スズ

ランテープで枠組みをなどの工夫を行った。 
2組：宝探し 

宝さがしの地図を 1 枚 1 枚手描きで作成し、1 年生

が分かりやすい工夫を行った。「1年生が嬉しくなる工

夫」を考え、一人１個の宝（メダル）が行き渡るよう

に計画した。６年生が 1年生の首にメダルをかけてあ

げ、優しく接する姿が見られた。 

児童の感想から、様々な場面で「工夫」という言葉が

見られた。工夫することは主体的に取り組む様子として

捉えられ、活動に向けてエージェンシーが発揮されたと

言える。また、1年生を意識した行動を行ったことによ

り、「責任のある行動」も育成されたと言える。児童 D
の授業後の感想にある「1 年生なら」（図 10）という言

葉からも分かるように、6 年生の児童は、他者視点の獲

得を身に付けることができたと言える。 
 

 
図 10 児童 Dの感想 

 

4.2.5. 6 時間目授業の実際と考察 

表 6は、6時間目の授業の流れである。 

 
表 6 6時間目の流れ 

学習活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿【観点】

（評価方法） 
●個⼈のめあてと学

級のめあてについ
て振り返る。  

●異年齢交流活動直
後のアンケートを
⾒て気付いたこと
を話し合う。 

●反省をもとに、次回
⾏われる児童会「な
かよし集会」に向け
て、どのような活動
をすればよいか、次
回の活動の⾒通し
をもって学級で話
合い活動を⾏う。 

・異年齢交流活動で自

分の態度を振り返

るとともに AAR サ

イクルを意識した

活動ができたかの

振り返りを行う。 

・異年齢交流活動の成

果と課題を振り返

り、次の活動に生か

そうとしている。

（観察） 
【思考・判断・表現】 
・振り返り 
◎AAR サイクルを意

識し考えをまとめ

ようとしている。 
【知識・技能】 
・見通し 
◎次回の活動は何に

しようか、見通しを

もって話合いに参

加している。 
【主体的態度】 

【思考・判断・表現】 
 
自分が行った活動を客観的に見て振り返りを行う。振

り返りをもとに次回はどのような活動をしたらいいか

見通しをもつ。ミッションの成果と課題を振り返り、自

他のがんばりに気付いたり、次の活動に生かそうとした

りした。 
自分の活動を客観的（メタ認知）に見て振り返りを行

った。白井（2020）は、「振り返り」と「見通し」につ

いて以下のように述べている18。 
 
 振り返りによって、自分自身や他者の行動を客観

的に評価することによって、将来の行動を自分で

コントロールしたり、どういう方向に進むべきか

といった感触を得ることができるようになるので

ある。（中略）自分の経験や価値観など様々な要素

を踏まえて、自分自身で望ましいルールや価値観

などを様々な要素を踏まえて、自分自身で望まし

いルールや価値観を考えることにつながるが、こ

のことは、エージェンシーを発揮していくうえで

の基盤になる。 
 
この説明からも分かるように、児童は振り返りを行う

ことで、「見通し」に向けてエージェンシーが発揮され

るもとになった。児童 E の感想（図 11）からも分かる

ように、児童は次回の交流活動は何がいいか、「わくわ

く感」を意識した活動を考えることができた。 

 

 
図 11 児童 Eの感想 

 

 また、単元終了後の児童のテキストマイニングを見る

と、図 6では「意見」を言うことに重きを置いていた様

子だったが、「話合い」という言葉が中心となったこと

が分かる。児童が話合い活動を通して、AAR サイクル

を往還せた結果である。児童がエージェンシーをもつこ

とで、自分の意見を述べるだけでなく、他者の意見を尊

重し、それを自分の考え方に取り入れる大切さを学んだ

ことを意味する。（図 12） 

 

 

図 12 単元終了後 児童の感想のテキストマイニング 
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表 7 児童の自由記述アンケートのカテゴリー分類結果（N＝65） 

【カテゴリー】 『サブカテゴリ―』 〈コード例〉 

➀【自己効力感】 『自主的に行動している』 

〈積極的に 1年生との交流活動に向けての話合いに参加

した〉〈1年生の交流会に向けて自分の意見を進んで発言

した〉〈ミッション（交流会が成功すること）を達成する

ために自主的に行動した〉 

②【協働性】 

 

『友達と協力することに目を向け

ている』 

〈休み時間に集まってリハーサルを行った〉〈グループで

協力しながら活動の準備をした〉〈みんなで協力して 1年

生を笑顔にできた〉 

③【他者視点の獲得と

創造性】 

『１年生の立場にたった行動や考

えている』 

〈話合いのときに 1年生だったらどのように楽しんでく

れるか考えて意見を出した〉〈1年生のことを意識した遊

びやルールを工夫して考えた〉〈1年生のために準備をし

たり交流活動を行ったりした〉 

④【他者視点の獲得と

省察的思考力】 

『振り返りをもとに行動してい

る』 

〈前回の行動を振り返りながら学級の話合いを進めた〉

〈振り返りを大切にして次の活動につなげられた〉〈次回

の交流活動は、さらに 1年生のことを考えて活動する〉 

⑤【他者視点の獲得と

批判的思考力】 
『見通しをもって行動している』 

〈友達の意見を聞いたり見通しをもったりして発言し

た〉〈交流会の活動に向けて意見を出し合いながら準備を

した〉〈次の交流会に向けてわくわくする遊びを考えた〉 

⑥【レジリエンス】 『あきらめず、最後まで行った』 
〈対立したこともあったが、最後までやり遂げた〉 

〈途中あきらめそうになったけど、がんばった〉 

⑦【モティベーション】 『なりたい姿を想像している』 
〈1年生に頼られる存在になりたい〉〈1年生に「また 6

年生と遊びたい」と言ってもらいたい〉 

 

4.3. 自由記述の考察 

児童の自由記述をもとに分析を行った。（表７）得ら

れたデータについては、佐藤（2008）を参考に以下の

手順を踏まえてカテゴリー分けをした。まず得られた自

由記述を内容ごとに区切り、それぞれに内容を端的に表

すコードを付けていった19。 
例えば「交流会で 1 年生を笑顔にするために、友達

と協力して楽しませた」という記述から、この児童は友

達と協力し課題解決に向かっていることがうかがえる

ため〈友達と協力して 1 年生を笑顔にできた〉という

コードを付けた。次に、内容や意味が類似するコードを

集め、より抽象的なサブカテゴリ―を生成した。前述し

た例では、『友達と協力することに目を向けている』と

いうサブカテゴリ―名を付けた。そして、それをさらに

抽象化したものを、カテゴリーとした。本稿で分類した

カテゴリー名は、Education2030 プロジェクトのコン

ピテンシーの構築要素であるコンストラクトをもとに

考えた。 
また、出されたカテゴリー、カテゴリー間の関係の妥

当性を確保するため、長期研修生 3 名でカテゴリー間

の関係を確認、検討していった。 
カテゴリー化することで、児童が身に付いたコンピテ

ンシーが分かりやすくなった。 
まず、①【自己効力感】についてのカテゴリーである。

「自主的、積極的、進んで」等、児童が意識して感じた

ことをまとめたものである。これは、異年齢交流で育ま

れるとする「人と関わる喜び」を、児童自らが獲得する 

 
ことによって、エージェンシーが発揮されたのだと捉え

られる。②【協働性】についてのカテゴリーは「ミッシ

ョンを成功させたい」という個々のエージェンシーに対

し、学級全体で協働する姿である。これは、特別活動で

重視する「人間関係形成」にも通ずるものであり、活動

をするなかで、お互いが課題解決に向けてエージェンシ

ーを発揮していることが分かる。③【他者視点の獲得と

創造性】のカテゴリーについてである。児童の記述を見

ると他者を意識することで、工夫を行っていることが分

かった。よって、他者視点の獲得と創造性を一つのカテ

ゴリーにまとめた。④【他者視点と省察的思考力】のカ

テゴリーついては、児童が省察的思考力をもつことで、

新たな状況に向き合い、責任ある行動がとれることが分

かった。⑤【他者視点と批判的思考力】のカテゴリーに

ついてである。これは AAR サイクルの「見通し」にも

あたり、活動全体を通して見通している力と言える。こ

の【省察的思考力】と【批判的思考力】は同時に行われ

ていることが多く、児童が自ら AAR サイクルを回して

いる結果となる。また、話合い活動の中で意見を傾聴す

ることで、多様な角度から物事考える児童がいた。⑥【レ

ジリエンス】のカテゴリーでは、異なる見方があったと

してもやり遂げることができたことにより、対立やジレ

ンマに対処する力が育まれたと言える。最後に⑦【モテ

ィベーション】のカテゴリーである。児童は活動の中で、

他者に認められることで、モティベーションが上がり、

エージェンシーが発揮されることが分かった。 
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5. 研究のまとめ 

 

5.1. 研究の成果 

 研究成果について記述する。 

 一点目は、児童が AAR を往還し、エージェンシーを

発揮することで他者意識をもち、問題解決をしようとす

る態度が育成される結果になった。 
二点目は、検証授業の後に、学級担任も「AAR サイ

クルを話合い活動に取り入れてみよう」と考え挑戦した

という報告を得た。学級担任もエージェンシーを発揮し、

学級の課題に取り組もうとしている成果が見られた。 
 

5.2. 残された課題 

 残された課題について記述する。 

 本研究は、１か月という限られた期間の中で検証され

たものである。したがって、児童全員が AAR サイク

ルを活用できたとは言えない。今後は、児童が自ら

課題を設定し AAR サイクルを往還できるような授

業開発をしていくことが課題となる。 
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